
ひとりひとりの可能性がここから花開く

Aコース（バイオマテリアルコース）修士課程２年　石橋幸音さん
　マテリアル工学科では、コースに捉われず幅広い材料について学ぶことができます。高分子や金属、
半導体など様々な材料にまつわる講義や演習の中で、きっと興味を惹かれる材料に出会うことができる
でしょう！実際に、私自身もマテリアル工学科に進学後、薬物を狙った組織に届けるためのドラッグデリ
バリーシステム (DDS) を講義で学んだことから興味を抱き、現在は脳腫瘍に薬を届けるための研究を
行っています。また、海外大学との交流プログラムを通じて自身の研究について英語で紹介し議論する
という貴重な経験も得ることができました。ぜひマテリアル工学科で材料の魅力を学んでみませんか？

Bコース（環境・基盤マテリアルコース）修士課程１年　西村有紗さん
　3年次には学生実験や工場見学など、工学の現場に触れられるカリキュラムが用意されていま
す。授業で深く学んだ材料の理論を目の前で体感できるのは非常にエキサイティングでした。ま
た、マテリアル工学科は海外大学との交流も盛んです。私は学科の制度を利用し、MIT に 4ヶ
月交換留学をしました。世界中からの研究者と交流する中で、自分の将来の研究について新た
な角度から考えられるようになったと感じています。

Cコース（ナノ・機能マテリアルコース）修士課程１年　田中一樹さん
　マテリアル工学科は、材料にかかわる分野であれば何でも幅広く学べることが最大の魅力です。
私がこの学科の B コースに進学した当初は、建築などに用いる金属やセラミックスなどの構造材
料を学びたいと考えておりました。しかし、日々の講義を聞いているうちに、物性物理学の分野
に興味をもつようになりました。その結果、それを最も活用できる材料学の分野、すなわち半導
体材料の研究をしたいと思うようになりました。現在は長汐研で、半導体材料としての二次元層
状物質の研究をしています。このように、コースの垣根なく様々な領域の知見を深められるマテ
リアル工学科で、あなたも産業の基盤である材料学の面白さに触れてみましょう！

　マテリアル工学科のカリキュラムは、2年生A1A2を基礎・導入と位置づけ、3年生では各マテリアルの基礎と応用に関する講義
をおこない、4年生S1S2の講義でこれらを総括し、マテリアルを応用する上での俯瞰的な知識体系が完成するように計画されてい
ます。各コースにあわせて、個々のマテリアルの特色や用途を様々な切り口で学ぶとともに、未踏領域へ踏み出すために必要な、基

大きな可能性を育てるカリキュラム

　マテリアル工学科では学部卒業生の約90％が大学院修士課程に
進学し、引き続き学業に励んでいます。修士課程修了後、多くの
卒業生が日本の主要輸出産業である鉄鋼・素材関連分野をはじ
め、自動車や電機の企業、さらには製薬、医療機器メーカーなど
多彩な分野において幅広く活躍しています。また、大学や研究機
関などのアカデミズムの領域でもマテリアル出身者が多く活躍し
ています。「自分のしたいことを見つけ、それを社会貢献につな
げる」これがマテリアル工学科の卒業生の進路です。

　マテリアル工学は、文明社会の基礎となるマテリアル全般を研究対象とし
た、すべての工学の基礎となる分野です。マテリアル工学科では、志望分野と
カリキュラムの関係を明確にし、学生の皆さんが自分の将来をとらえやすい
ようにコース制を導入しています。すでに志望分野のある人には進むべき道
がより具体的に、志望分野がまだ決まらない人には最適な選択の手助けにな
るはずです。マテリアル工学科の3つのコースは、互いに連携して幅広い見識
を養うための教育を実践し、最
先端の研究を進めています。
MITやケンブリッジ大学などの
世界トップレベルの大学との教
育・研究ネットワークを活かし、
活躍の場を国際的に広げるた
めの学生が主体的に運営する
ワークショップなども特徴の1
つです。

マテリアル工学科の3つのコース

3年生海外大学研修プログラム(左 ENPC、右 MIT)

礎から根本的に考える能力を養います。
さらに、マテリアルへの興味を広げるため
の自由研究プログラムや、マテリアル工
学・技術の産業応用を体験する実地演習
をおこなうプログラムも用意しています。
また、卒業論文研究では30以上の多彩な
研究室から希望の研究分野を選び、教員
1人あたり学生2～3人の少人数指導を受
けることができます。 カリキュラム概略図

実地演習（日本製鉄君津製鉄所にて） 卒業論文研究 電子顕微鏡像

専門性を活かした総合力を発揮し、多様な分野で幅広く
活躍する
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日本製鉄／JFEスチール／
神戸製鋼所／UACJ／住友金属鉱山／
旭化成／AGC／ 東レ／京セラ／JX金属／
三菱ケミカル／住友化学／住友電気工業／
フジクラ／三菱マテリアル／JSR／
ブリヂストン／信越化学工業／
富士フイルム／花王／アステラス製薬／
武田薬品工業／中外製薬／
ファイザー   etc.

マテリアル・化学関連

トヨタ自動車／日産自動車／
本田技研工業／スズキ／三菱自動車／
SUBARU／三菱重工／川崎重工／IHI ／
コマツ／豊田自動織機／関西電力／
北陸電力／東京ガス／ファナック　etc.

エネルギー・機械・重工関連

東京大学／東北大学／東京理科大学／
物質・材料研究機構／経済産業省／
総務省／国土交通省／特許庁／
鉄道総合技術研究所／電力中央研究所／
ファインセラミックスセンター　etc.

大学・官庁・研究所関連

日立製作所／富士通／日本電気／
東芝／ソニー／三菱電機／
パナソニック／シャープ／キヤノン／
ニコン／古河電工／村田製作所／
キーエンス／デンソー／NTT／
東京エレクトロン／日本IBM／キオクシア／
ルネサスエレクトロニクス　etc.

電気・電子関連

NTTデータ／ソフトバンク／日本ユニシス／ANA／
JR東海／三菱UFJ 銀行／三井住友銀行／
三菱商事／住友商事／伊藤忠商事／JAL／
三菱総研／野村総研／大和総研／TBS／
サイバーエージェント／Google／
アクセンチュア　etc.

その他
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月 火 水 木 金

限
１ S1
S2

限
２ S1

材料電気化学

材料力学II 材料力学II

材料強度学
数学２F

材料電気化学

材料強度学

S2 金属材料学 高分子科学 I 金属材料学 高分子科学 I

限
３ S1

マテリアル工学実験 I

材料反応工学

応用熱力学

マテリアル工学実験 I

アカデミックライティング

アカデミックプレゼンテーション

材料反応工学

S2 半導体物性学 半導体物性学

限
４ S1 固体物性学

組織形成論 組織形成論

固体物性学

S2 表面・界面化学 表面・界面化学

限
５ S1 マテリアルズイン

フォマティクス
マテリアル
工学輪講S2

月 火 水 木 金

限
１ A1
A2

限
２ A1 セラミック材料学

数学及び演習
セラミック材料学

A2 デバイス材料工学 生産プロセス工学 デバイス材料工学 生産プロセス工学

限
３ A1 マテリアル工学実験 II マテリアル環境学

マテリアルシミュレーション
マテリアル工学実験 II マテリアル環境学

A2 材料信頼性学 分子細胞生物学 材料信頼性学 分子細胞生物学

限
４ A1 マテリアル工学実験 II

高分子科学 II

応用マテリアル工学
マテリアル工学実験 II

高分子科学 II

A2

薄膜プロセス工学 薄膜プロセス工学

限
５ A1
A2
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